
ＳＡＲＳ感染不安者行動マニュアル

①自己確認

ＳＡＲＳの「疑い例」に該当するか、まず本人が確認します。該当するのは、以下の基準をすべて満たす方です。

(1)３８℃以上の急な発熱がある。

(2)咳または呼吸困難感がある。

(3)１０日以内に伝播確認地域（※）に渡航したか、ＳＡＲＳの患者に接触した。
※この地域はＷＨＯが毎日更新しているので、注意が必要です。厚生労働省やＷＨＯのホームページ等で確認しましょう。なお、平成１５年６月１８日現在では、以下の地域を伝播確認地域としています。

トロント、北京、香港、台湾
②医療機関の受診

上の基準を全て満たした方は、「疑い例」に該当する可能性が高いと言えますので、速やかに医療機関を受診します。その際、医療機関へ直接受診することは避け、まず電話で連絡してください。連絡する内容には、以下の点を含めるようにしてください。
(1)ＳＡＲＳ感染を不安に思っていること
(2)ＳＡＲＳの「疑い例」に該当すると考えるに至った根拠
(3)エックス線写真を撮影できるかどうかの確認
(4)受診に際して、注意すべき点（マスクの装着等）の確認
③それぞれの場合の対応

(1)「可能性例」

受診した結果、エックス線写真で肺炎症状が認められると、「可能性例」となります。この場合、医療機関から保健所へ報告していただき、県から、治療の協力について承諾をいただいている医療機関を紹介させていただきます。本人の了解が得られれば、その医療機関で治療を受けることになります。
(2)「疑い例」

エックス線写真で肺炎症状はないけれども、「疑い例」であることが確認された場合についても、医療機関から保健所へ報告していただくことになります。この場合、治療は一般の医療機関となります。潜伏期間は最大でも１０日となっていますので、最低この期間は体温をチェックするなど健康状態に気をつけていただき、肺炎症状を発症する等症状が悪化すれば、再度医療機関を受診しましょう。その際の手順は、②と同じです。
(3)どちらにも該当しない

　ＳＡＲＳに感染している可能性は低いと考えられます。
注１　ＳＡＲＳとの関連性にかかわらず、健康状態に不安があれば、医療機関を受診しましょう。
注２　平成１５年４月２４日　愛知県健康福祉部康対策課作成（平成１５年４月３０日　一部改訂）








































































「もしかして私はＳＡＲＳに感染しているのでは？」という不安がある方で、どうしたらよいか分からない方は、以下の手順を参考に対応することをお勧めします。


対応手順は、まとめると以下の３項目になります。


①自己確認


②医療機関の受診


③それぞれの場合の対応
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